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前橋市の概要

人 口 336,284人
世帯数 145,179世帯
面 積 311.59㎢
標 高 最低64ｍ 最高1,823m 

関東平野の北端から赤城山

日本のほぼ中央に位置する中核市
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路線バス利用者数

中核市44位
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・群馬県の自動車保有率は全国１位
・公共交通による交通手段分担率の低迷

鉄道・バス 3.5% 自動車 75%

前橋市の交通課題 4

過度な車依存社会



●免許非保有者の外出率が低い
●免許非保有者が外出する際は、誰かの運転する

自動車に同乗するなど、 送迎の負担が大きい

自動車依存の社会

前橋市の交通課題 5



＜上毛電鉄＞
30分に1本

＜JR上越線＞
高崎方面 1時間2本
水上方面 1時間1本

＜JR両毛線＞
朝夕 概ね10分に1本
日中 30分に1本

上毛電鉄利用者推移

JR各駅利用者推移

高校の郊外への移転、廃校等により利用者減少

前橋市の公共交通の現状（鉄道） 6



●郊外部では、前橋駅から放射状にネットワーク
が形成されているが、本数が少ない。

●前橋駅周辺では各方面からの路線が集中し、
本数は多いが、ダイヤがわかりずらく非効率。
（同じ時間に複数のバスが来る）

前橋市の公共交通の現状（バス） 7
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前橋市委託路線の補助金額と利用者数の推移（単位：千円） （単位：千人）

●バス利用者数は年間１００万人で横ばい推移（委託路線数は増加して
おり、路線あたりの利用者は減少）

●自主路線撤退 ⇒ 委託路線化により維持
市補助金額が20年で3倍に増加（毎年3億円）

補助金額

利用者数

委託路線数

前橋市の公共交通の現状（バス） 8



課題①
・路線の維持
・公共交通空白地域の存在

・バス路線の抜本的見直し
（地域公共交通網形成計画）
※幹線軸の明確化（充実）
※地域内交通の導入
※6社の効率化、合理化
※ﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙとしてﾀｸｼｰ活用

・交通結節拠点の整備・ハイ
スペック化

（中央前橋駅ターミナル化、バスロ
ケ、サイネージによる地域情報提
供など）

目指す所：車社会から公共交通主体の社会への転換

実現のために必要な視点
新たな技術の導入(自動運転技術、ＡＩ、５Ｇ)、他サービスとの連携、まちづくりと
の連携、ビックデータ活用によるサービス見直し

課題②
・非生産的時間（待ち時間）

の存在

課題③
・わかりづらい他モード交通
・乗換え環境の構築

・ＭａａＳの導入
・新たな移動手段の導入

（低速電動モビリティやＧＰＳ付
シェアサイクル）

公共交通利用の環境整備と市民の意識改革（モビリティマネジメント）

前橋市の取り組みの全体像 9



①広域幹線の設定

②地域内交通の導入

③都心幹線の設定

前橋市地域公共交通網形成計画 10



渋川方面（北） 新町・玉村方面（南）

前橋市地域公共交通網形成計画（広域幹線） 11



鉄道及び路線バスのカバー域

るんるんバス

前橋市地域公共交通網形成計画（地域内交通） 12

電話も可

R2.2.27 運行開始

NTTドコモ AIデマンドバスで最適な配車

ふるさとバス

地域が主体となり、一部自治
会費を運行経費に充てて
デマンド交通を導入



前橋市地域公共交通網形成計画（都心幹線） 13



①広域幹線の設定
⇒パターンダイヤ化等

②地域内交通の導入
⇒デマンド交通の導入

③都心幹線の充実
⇒高頻度運行

支線の確保 ファーストラストワンマイル

効率的な配車の仕組み

運転手不足

④乗換え前提の
交通ネットワーク

ワンマイルタクシー

AI配車システム

自動運転技術の導入

乗換え環境の構築
ＭａａＳ構築

交通再編計画 課題と取組み

再編計画を実現・有効化するためにＩｏＴ、ＡＩ等を
活用した新モビリティサービスの導入を研究

交通再編計画と新モビリティサービス 14



前橋プロジェクトの特徴

営業路線バスの実運行環境・一般客乗車・
長期で実施する、全国初の取り組み

自動運転バス実証実験 15

通常のシャトルバス 群馬大学所有ポンチョ（自動運転仕様）



実証実験のきっかけ

平成２９年 群馬大学が次世代モビリティ社会実装センターを設立

限定区間での完全自動運転（レベル４）の実現を目指す
公道での実証実験について前橋市へ打診

自動運転バス実証実験 16



公道実証実験の主な指針・手続

１ 車内にドライバーがいる状態での公道実証実験
自動走行システムに関する公道実証実験のためのガイドライン（H28.5 警察庁）

2 遠隔型自動運転システムの公道実証実験
遠隔型自動運転システムの公道実証実験に係る道路使用許可の申請に対する取
扱いの基準（H29.6 警察庁）

自動運転の公道実証実験に係る道路使用許可基準（R1.9 警察庁）

許可等は不要

許可必要 当面２０ｋｍ/h以下

自動運転バス実証実験 17



「自動運転実証実験事業の実施に関する協定」
協定団体 役割分担

前橋市 実験フィールドの提供、公共機関等関
係機関との調整、情報発信等

群馬大学 自動運転システム実証実験パッケージの
提供および実証実験の実施、その他関
連する自動運転実証実験事業等

日本中央バス 運行に関する支援および車両運転者等
の提供､車両運転に関する技術の提供
等

運行委託契約

共同研究

国土交通省都市局

関係団体 研究事項

株式会社NTTデータ 自動運転管制システムの開発、
MaaSアプリとの連携

一般社団法人
ICTまちづくり共通
プラットフォーム推進機構
（TOPIC）

マイナンバーカードを活用した
乗客管理等の研究

株式会社エム・ピー・ソ
リューション

キャッシュレス決済端末の提供

株式会社アークノハラ 路車連携掲示板等の開発

課題の検証等
協力

自動運転バス実証実験 18

１ 実施主体（平成２９年１０月２０日協定締結）



２ 実施期間

自動運転バス実証実験 19

2018年度 2019年度

・平成30年12月14日
～平成31年3月31日

・令和2年1月11日
～令和2年3月1日

・約4カ月弱
・3日自動運転、3日手動運転

・約2カ月弱
・土日祝日のみ自動運転

のべ約10,000人
が乗車



自動運転バス実証実験 20

３ 実施区間
2018年度 2019年度

中央前橋駅～前橋駅 中央前橋駅～前橋駅～けやきウォーク前橋

シャトルバス（市からの委託路線） 同左

片道約１ｋｍ（約10分） 片道約２．３ｋｍ（約17分）

大人100円 １区間100円
中央前橋駅～けやきウォーク前橋 150円

中央前橋駅

前橋駅

けやきウォーク
前橋

中央前橋駅

前橋駅

・ほぼ直線
・両駅のロータリーに
進入
・途中バス停なし

・右左折あり
・大型商業施設内
駐車場



（１）関係者への説明 【主に前橋市】

「自動走行システムに関する公道実証実験のためのガイドライン」
（H28.5）に基づき、関係者に実施計画を事前説明

（申請や許可は不要）

群馬県警察本部 東日本旅客鉄道
前橋警察署 上毛電気鉄道
関東運輸局群馬運輸支局 群馬県バス協会
高崎河川国道事務所 地元自治会
群馬県前橋土木事務所 前橋市議会
前橋商工会議所

４ 実証実験実施へ向けた準備

自動運転バス実証実験（２０１８） 21



（２）公道によるデータ収集～自動運転バス運行

４ 実証実験実施へ向けた準備

実験車両(路線バス
車両タイプ)による自
動運転走行

一般客 乗車可

実験車両(路線バス車
両タイプ)によるシステ
ム構築

一般客 乗車不可

実験車両(路線バス
車両タイプ)による
データ 収集

一般客 乗車可

実験車両(普通自動
車両タイプ)による

データ収集・システ
ム構築

一般客 乗車不可

29年11月 30年6月 30年10月 3０年12月 31年3月

それぞれの段階で
チラシによる周知を
実施

自動運転バス実証実験（２０１８） 22

【群馬大学が直営】



４ 実証実験実施へ向けた準備

（３）ドライバー講習【群大・日本中央バス】

「自動走行システムに関する公道実証実験のためのガイドライン」
（H28.5）に基づき、テストドライバー講習を実施

⇒ 8名のテストドライバーを養成

自動運転バス実証実験（２０１８） 23



５ 主な実験内容

（２）運行管制システム
・自動運転車載アプリケーションとのリアルタイム

通信により車両の状態を把握
・車両に走行ルートを指示

（３）遠隔監視
・ドア開閉の指示などを将来的に遠隔操作

を可能とするための遠隔監視
・ドア界隈、車内客席状況他、運転状況など

を遠隔監視

（４）車内サービス
・コミュニケーションロボット（Sota）

の設置（漠然とした不安感の解消・車内案内等）

（１）自動運転レベル
・レベル２（テストドライバーが乗車し、部分運転自動化）

※レベル４による走行を想定し実証実験を実施

自動運転バス実証実験（２０１８） 24



５ 主な実験内容

（５）社会受容性調査（アンケート実施）

自動運転バス実証実験（２０１８） 25



回答者の約75%が普段利用していない
回答者の約50%が自動運転バスの体験を目的に乗車

自動運転バス実証実験（２０１８） 26

通学 2.1% 通勤 5.7%

自動運転バスの

体験 48.9%

上毛電鉄とJRの

乗り換え 17.7%

その他 25.5%

乗車目的

ほとんど乗らな

い 74.8%

月1回
6.1%

月2～3回
6.1%

週1回
5.3%

週2～3回

3.8%

週5日以上
3.8%

シャトルバス利用頻度
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平成30年12月 平成31年1月 平成31年2月 平成31年3月 期間合計

１日平均乗車人員 通常運転日 自動運転日

期間中、通常運転日と比較し、自動運転日の乗車人員が増加
⇒ アンケート結果とあわせ、自動運転に関する関心が見受けられる。

自動運転バス実証実験（２０１８） 27



乗車前後で自動運転バスに関する印象に変化
乗車の結果、安心感が増加している

自動運転バス実証実験（２０１８） 28



市民説明会の実施

日時：平成３１年２月２６日（火）午後３時～午後４時
会場：前橋プラザ元気２１内中央公民館

●まだいろいろな困難はあるだろうが、将来
必要なものなので、関係者が連携して今
後も実験を続けてほしい

●自動運転バス思った以上に快適だった。
●実用化に向けた状況をうかがいたい。
●乗車したが、全く違和感がなかった。

アンケート結果、市民説明会時の意見等から一定程度の社会受容性を確認

自動運転バス実証実験（２０１８） 29



有
63%

無
37%

気になる点の有無

周囲の車とのス

ピード差
54%

揺れが大きい
7%

発進が急
2%

発進が遅い
12%

停止が急
3%

停止が遅い
0%

その他
22%

気になる点

自動運転バス実証実験（２０１８） 30



ドライバーアンケート

日本中央バスのドライバーに協力いただき、３８人から回答

負担減
23.7%

事故減
18.4%漠然とした期待

42.1%

収益増による

給料増2.6%

その他（話題性）
2.6%

なし
10.5%

将来の期待に関する意識

９割のドライバーが将来に期待感を持っている
ものの、現時点では漠然としたもの

負担増
10.3%

安全運行上の

不安 53.8%

漠然とした不

安12.8%

職が奪われる
23.1%

将来の不安に関する意識

一方で、多くのドライバーが安全運行や職が
奪われるといった不安も持つ

自動運転バス実証実験（２０１８） 31



２台同時運行の検証

管制室

社会実装に向けて複数台を同時に遠隔監視・操
作することが求められる。

2月22日からの5日間、2台同時運行を実施し、
群馬大学次世代モビリティセンター内に

設置された管制室から複数台の監視・操作を模
擬的に実施

自動運転バス実証実験（２０１９） 32



マイナンバーカードを活用した乗客管理
及び将来的な決済の仕組みを検証

事前にマイナンバーカードを用いた
利用登録（テストカード使用）

乗車時にマイナンバーカードを
かざして本人認証(降車時も同様)

読み取った本人属性から割引後の運
賃を機器に表示させ（障害者割引等）
交通系ICカード等で決済(模擬実施)

管制室へデータ送付
（事故時対応、運転制御連動など）

自動運転バスの乗車時、マイナンバーカードをカードリーダにタッチすることで本人認証、及
び本人属性を認証することによる乗客管理の仕組みについて検証する。

自動運転バス実証実験（２０１９） 33



路車協調LED表示機の設置
通行路案内、乗り場案内を設置するほか、自動運転バスとの通信を行う路車協調LED表示
機を活用し、自動運転バスの位置をバス停の利用者に知らせる。

路車協調LED表示機
「今前橋駅を出ました」など

中央前橋駅

前橋駅

けやきウォーク
前橋

通行路案内

乗り場案内

自動運転バス実証実験（２０１９） 34



自動運転バス実証実験（２０１９） 35

・今年度の実証実験では、MaaSアプリ上でのバスロケーション機能
・将来的には決済やMaaSアプリに登録した本人属性により、障害者が乗る便には
乗務員を乗せるなどの対応を検討



より安全な走行技術の実現
GPSを補完する技術が必要

・道路側に磁器マーカーを敷設し、バス側のセンサーが読み取り（路車間協調）
・白線の読み取り など

駅ロータリーの改善

既存乗降場所は状況に応じて、１バースに複数台停車など

駐車車両、緊急車両、道路工事

路線バスへの導入に向けた課題

車椅子対応、運賃支払いの確認
導入スキーム 遠隔監視・操作は誰がするのか（コスト）

駐車車両をなくす環境づくり、工事を事前に把握する仕組み、緊急車両対応 など
自動運転の技術としては「避ける」技術

自動運転バス導入の課題 36

実験を通じ、実装に向けた課題を抽出し、課題解決に向けた
対応を検討予定



ご清聴ありがとうございました

前橋市交通政策課 南雲
052161@city.maebashi.lg.jp
koutsuu-seisaku@city.maebashi.gunma.jp
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